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第 1 章 事業概要 

 

第 1 節 事業の趣旨・目的 

 

沖縄県では地域産業を担う人材の不足が深刻化している。入域観光客の増加

が著しく、特に外国人観光客は 5 年前と比較して約 7 倍となった。これに対応

するため、地域企業各社は人材確保に努めているが、県内の若手人口の流出が続

き、特にサービス系産業において業務遂行に大きな支障を生じるほどの人材不

足に陥っている。この状況に端を発して、沖縄県では近年、外国人活用の動きが

盛んとなっており、外国人依存度が急速に上昇している。特に留学生に対する期

待は大きく、もとより外国人が多く駐留する地域特性から外国人が比較的定着

しやすく、留学生にも沖縄県での定着・就職が望まれる。 

 しかしながら、留学生の日本・沖縄県での定着・就職を更に促進するためには、

言語や文化の違いを踏まえ、日本への適応力を向上させる必要がある。 

そこで本事業では、外国人留学生を対象に日本的価値観、日本的行動様式、日

本でのキャリア形成等に関わる知識・スキルを醸成する教育プログラムを開発・

実証する。 

この取組を通じて、留学生の日本への適応力向上を支援し、地域定着を促進す

ることで、沖縄県の人材不足という課題解決に寄与していく。 
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第 2 節 実施体制 

 

本事業では事業実施に際して、各連携機関と共同で下図の体制を構築し、運用

する。 

 事業の推進主体として、「事業実施委員会」を設置する。当該委員会では連携

する行政機関、教育機関、業界企業・団体が参画する。ここでは、事業計画に基

づいて事業活動の全体の方針や各事業活動の計画等について議論を行う。また、

各事業成果について評価を行い、必要に応じて方針修正や改訂内容を検討する。 

 さらに、事業実施委員会で議論された方針・計画に基づき、各事業活動を具体

化・推進する組織として「分科会」を設立する。分科会には当団体（社団法人沖

縄専門人材開発研究会）をはじめ、事業に参画する連携機関から選抜された者、

および外部協力者が参画し、各事業活動推進に伴う実作業を遂行する。活動成果

については事業実施委員会に提出し、その評価を受けて適宜修正等を行うこと

で品質を管理する。 

 また、本事業全体の事務局機能は当団体が保有し、連携機関等との事務連絡、

会合準備、支出管理、請負業者の手配・管理等を行う。 
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 本事業における構成委員は以下の通りである。 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 宮里 智樹 （一社）沖縄専門人材開発研究会 統括 沖縄県 

２ 島袋 永伸 専門学校日経ビジネス 開発・実証 沖縄県 

３ 儀間 智 専門学校琉球リハビリテーション学院 開発・実証 沖縄県 

４ 呉屋 良昭 
専門学校琉美インターナショナルビュー

ティカレッジ 
開発・実証 沖縄県 

５ 屋宜 宣秀 専門学校 ITカレッジ沖縄 開発・実証 沖縄県 

６ 辻野 信成 専修学校パシフィックテクノカレッジ学院 開発・実証 沖縄県 

７ 比嘉 良行 (株)OCC 評価 沖縄県 

８ 町田 岳司 (株)ロワジール・ホテルズ沖縄 評価 沖縄県 

９ 照屋 周 医療法人陽心会 評価 沖縄県 

10 渡真利 哲 (公社)沖縄情報産業協会 評価 沖縄県 

11 米谷 保彦 (一財)日本旅行業協会 沖縄支部 評価 沖縄県 

12 金城 透 (一社)沖縄県自動車整備振興会 評価 沖縄県 
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第 3 節 事業内容概説 

 

 本節では、本事業における 3 年間の実施内容について列挙していく。3 年間

の事業取組としては以下のとおりである。 

■平成 30 年度 

 〇取組(1) 実態調査 

・沖縄県内外国人留学生の就職等に関わる実態調査  

－ 沖縄県内企業対象アンケート調査 

－ 沖縄県内外国人留学生対象アンケート調査 

〇取組(2) 事例調査 

・ソーシャルスキル教育教材事例調査 

－ 日本文化・社会教育教材 

－ キャリア教育教材 

－ 日本型コンピテンシー教育教材 

〇取組(3) 教育プログラム開発 

① ソーシャルスキル評価指標開発 

② カリキュラム開発 

③ 教材プロトタイプ開発 

－ 日本文化・社会教育（テキスト教材） 

－ キャリア教育（テキスト教材） 

－ 日本型コンピテンシー教育（PBL 教材） 

〇取組(4) 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：10 月,12 月,2 月 

 ② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：10 月,12 月,2 月 
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■２０１９年度  

〇取組(1) 教材プロトタイプ追加開発 

前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテン

シー教育」教材の追加開発。 

〇取組(2) 実証講座 

・プロトタイプ検証を目的とする実証講座 

－対象：専修学校 2~3 校 各沖縄県内留学生 10 名程度 

－期間：1 週間程度 

〇取組(3) 教育プログラム開発 

① シラバス開発 

② 教材本格開発 

－ 日本文化・社会教育（テキスト教材） 

－ キャリア教育（テキスト教材） 

－ 日本型コンピテンシー教育（PBL 教材） 

③ e ラーニング教材プロトタイプ開発 

－ 日本文化・社会教育（講義映像） 

－ キャリア教育（講義映像） 

〇取組(4) 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 

② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 

 

■２０２０年度 

〇取組(1) 教育プログラム開発 

① e ラーニング教材本格開発 
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－ 日本文化・社会教育（講義映像） 

－ キャリア教育（講義映像） 

② 指導要領開発（実施モデル含む） 

〇取組(2) 実証講座 

・教育プログラム検証を目的とする実証講座 

－対象：専修学校 2~3 校 各沖縄県内留学生 10 名程度 

－期間：3 か月程度 

〇取組(3) 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 

② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 
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第 4 節 今年度における具体的な取り組み 

 

２０１９年度ではまず、前年度開発した教材プロトタイプの追加開発を行っ

た。そのうえで、ソーシャルスキル評価指標、カリキュラム、教材プロトタイプ

の有効性・妥当性等を検証するために、本事業連携機関を含む沖縄県内の専修学

校に協力を得て、外国人留学生を対象とする1週間程度の実証講座を実施した。

さらに、各科目のシラバス作成と教材の本格開発を実施した。また、講義が主と

なる「日本文化・社会教育」「キャリア教育」の 2 科目については、外国人留学

生が専門課程の学習と並行して柔軟に本プログラムの学習を進められるように

講義映像形式の e ラーニング教材のプロトタイプ開発を行った。各活動につい

て以下に記載する。 

 

・取組(1) 教材プロトタイプ追加開発 

 前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテン

シー教育」の教材の追加開発を行った。「日本文化・社会教育」では、前年度に

開発した沖縄に関する教材に対し修正・追加作業を行った。「キャリア教育」で

は、前年度の成果物である「IT 人材のキャリア」の原稿を元に教材化した。「日

本型コンピテンシー教育」では前年度開発した PBL 教材の評価検討および修正

を実施した。 

 

・取組(2) 実証講座 

前年度から今年度前半までに開発した教材プロトタイプの検証を目的とする

実証講座を実施した。講座は、本事業連携機関を含む沖縄県内の専修学校等に協

力を得て、現在沖縄県の専修学校等に在籍している外国人留学生 10 名程度を対

象とした。実施期間は、各科目１～２コマを設定し、期間は 1 週間程度である。 

 

・取組(3) 教育プログラム開発 

 実証講座の結果分析を踏まえ、シラバス開発および教材開発を実施した。また、
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e ラーニング教材のプロトタイプ開発として、映像を含んだ教材の開発を行っ

た。 

①シラバス開発 

前年度に開発したカリキュラムや実証講座、教材プロトタイプをもとに授業

内容やスケジュールなどについて具体化した。 

② 教材本格開発 

各科目のテキスト教材開発を行った。 

「日本文化・社会教育教材」では、昨年度開発した沖縄県に関する教材に加え

て、日本全体に共通する知識を学べる教材を作成した。 

「キャリア教育教材」では、介護・IT に加えて、自動車整備士に関する教材

を開発した。 

「日本型コンピテンシー教育」として、留学生が分野共通的に取り組める内容

の PBL 教材の開発を実施した。 

③ e ラーニング教材プロトタイプ開発 

e ラーニング教材のプロトタイプについては、実証講座終了後の実施委員会に

おいて、開発した教材を元に、音声や映像を追加することによって、より有用性

を高める作業を行った。 

 

取組(4) 会議開催 

 本事業を推進するにあたり、沖縄県内にて計 3 回の実施委員会および分科会

を開催した。 
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第 2 章 教材プロトタイプ追加開発 

 

第 1 節 概要 

 

 本章では、昨年度本事業にて開発した「日本文化・社会教育教材」「キャリア

教育教材」「日本型コンピテンシー教育教材」の 3 科目それぞれの教材プロトタ

イプをもとに、今年度実施した教材プロトタイプ追加開発について述べていく。 

 まず、「日本文化・社会教育教材」では、沖縄の文化や歴史などを学習する「沖

縄のくらし」の追加開発を行った。実施内容としては、学生教材の修正・追記お

よび実証講座で活用するためのベトナム語翻訳作業である。 

 次に、「キャリア教育教材」では、昨年度は原稿のみまでの開発となっていた

「IT 人材のキャリア」について追加開発を実施した。原稿内容に沿うイラスト

を追加し、冊子化した。また、「日本文化・社会教育教材」と同様に、実証講座

で活用するために、ベトナム語翻訳も行った。 

 そして、「日本型コンピテンシー教育教材」においては、留学生が日本で就職

活動を行う際に活用する PBL 教材の修正作業および、就職活動がイメージしや

すい動画の作成を実施した。 

 今年度の教材プロトタイプの追加開発において、「日本文化・社会教育教材」

と「キャリア教育教材」の２科目については実際の講座を想定した実証講座にて

活用を可能とするための修正・追加作業である。「日本型コンピテンシー教育教

材」に関しては、昨年度開発時点では、就職活動を一般的に学習する教材に近か

ったが、より留学生の就職活動に特化した内容構成に修正した。 
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第２節 日本文化・社会教育教材 

 

 本節では、日本文化・社会教育教材の追加開発として実施した「沖縄のくらし」

の教材の修正作業および、ベトナム語翻訳作業について述べていく。 

 まず、修正作業についてである。昨年度成果報告書提出時に生じていた誤字脱

字の修正やルビの修正をした。ルビの修正について、昨年度開発時においては、

PowerPoint にてテキストの挿入を活用して、漢字の上部にひらがなを添えてい

た。しかし、PowerPoint のヴァージョンが異なる場合、ルビのテキストが当初

の位置とは異なる位置に表示されていた。実証講座にて活用する際に、ずれが生

じないためにテキスト同士をグループ化するなどの工夫を行った。また、いくつ

かのスライドにおいて他とは違うフォントで作成されている箇所があったため、

その修正作業も行った。具体的には、「伝統的な沖縄の家」において、通常は「游

ゴシック」で作成されているところ「MS P ゴシック」にて、構成されていたた

め、「游ゴシック」に統一した。さらに、実証講座にて活用することを想定し、

ノートの説明文について修正を行った。以下は昨年度提出時と今年度の修正作

業後の比較について一例を示したものである。 

 

①ルビの修正作業 

      昨年度                今年度修正後 
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②フォント修正作業 

昨年度(MS P ゴシック)          今年度修正後(游ゴシック) 

 

 

 

 

 

 

 

次に、ベトナム語翻訳作業について記していく。今年度実施した翻訳作業は

「沖縄のくらし」の教材全体ではなく、実証講座にて活用する範囲を対象とした。

翻訳を行ったのは、 

・「沖縄の家庭料理」 

・「沖縄の島どうふ・おかし」 

・「伝統的な沖縄の家」 

・「シーサーと石敢當の役割」 

・「最近の沖縄の家」 

・「那覇の市場」 

・「沖縄の魚屋・肉屋」 

・「沖縄の祭り」 

の８項目である。 

翻訳作業の目的は、学習者が e ラーニング上で本教材を学習する際に長い文

章や固有名詞など、ナレーションを上手く聞き取れなった場合に補助機能とし

て字幕を取り入れることである。今年度実施した実証講座では、翻訳したベトナ

ム語をスライドの下部に表記し、日本語のナレーションに沿って表示させた。

(詳細は第３章に記述) 

ベトナム語翻訳を行ったのには、近年ベトナム人留学生数の比率が高いこと

に加えて、実証講座を実施した専門学校にもベトナム国籍の学生が比較的多く
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在籍していることに理由がある。 

翻訳の対象とした文章は、学習教材のスライドに表示されている単語や文章

ではなく、各スライドのノートに記した説明文である。この説明文は、口語体で

記述されており、学習者が e ラーニングで学ぶ際に流れるナレーションに活用

される文章である。 

翻訳の仕方については、一般的な文章はベトナム語で理解しやすいように翻

訳し、「ゴーヤ」や「エイサー」などの固有名詞や沖縄の方言については意訳す

るのではなく、ローマ字表記としている。 

 以下に、実際に翻訳した文章の一例を掲載する。 

 

≪日本語≫ 

“伝統的な沖縄の料理を理解するには、「チャンプルー」「イリチー」「ンブシー」
の 3 つの料理法をおぼえておきましょう。 

「チャンプルー」は、いため料理のことです。もとは「まぜあわせる」という
意味のことばで、豆腐などを加えていためます。 

「イリチー」は「いため煮」のことで、いためた食材に、だし汁を加えて煮る
料理です。 

そして「ンブシー」は、みそ味のいため煮です。” 

⇓ 

≪ベトナム語≫ 

Để hiểu về ẩm thực truyền thống của Okinawa, hãy thuộc lòng 3 
phương pháp chế biến sau: "Chanpurū", "Irichī " và "Unbushī ". 
 "Chanpurū" là món xào. Nó vốn có nghĩa là "Trộn lẫn", nên khi xào 
sẽ cho thêm đậu phụ v.v.. 
 "Irichī" là "Xào kho", nên sau khi xào nguyên liệu sẽ đổ thêm nước 
dùng vào để kho.  

Còn "Unbushī" là xào kho vị Miso.  

 

 上記の例のように、「チャンプルー」や「イリチー」などの固有名詞や沖縄の

方言については、発音がわかるようにローマ字表記としている。 
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第３節 キャリア教育教材 

 

 「キャリア教育教材」の追加開発では、「IT 人材のキャリア」を対象とした。

具体的には、イラストの追加および冊子化と、実証講座において、一部を e ラ

ーニング教材として活用するための教材化である。教材内容は、昨年度と同じで

ある。 

「IT 分野 職業理解」 

「IT 分野 職業意識」 

「IT 分野 職業人コンピテンシー」 

「IT 分野 職業キャリア形成」 

の４つの大項目から構成されている。大項目は、それぞれ２つずつ中項目も設け、

合計 18 の小項目で構成した。以下に、本キャリア教育教材のカリキュラム表を

提示する。 
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まず、教材のイラスト追加および冊子化である。教材中のイラストは、小項目

ごとのキーワードなどをもとに作成した。作成したイラストは、学習者が学習内

容をイメージしやすく、理解の促進に寄与するようにページの中央部に配置し

ている。開発した教材の一部を紹介する。 
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 次に、実証講座で e ラーニング教材として活用するために、一部をプレゼン

テーションコンテンツ教材化した。今年度の実証講座で活用したテーマは以下

の通りである。 

大項目 中項目 小項目 

IT 分野 

職業理解 

IT 人材とは何か 

IT 人材の役割・意義と職

種を知る 

IT 人材の役割・仕事 

 IT 人材の現場 

IT 業界の最新動向 

社会の動きと IT 業界の

動向を知る 

 IT をめぐる社会の動き 

 IT 業界の動向 

IT 分野 

職業キャリ

ア形成 

IT 人材のキャリアパス

形成① 

様々な IT 人材のキャリ

アパスを考える 

 IT 人材となるまでのキャリアパス 

 IT 人材のキャリアパス 

IT 人材のキャリアパス

形成② 

IT 人材としての自分の

キャリアを考える 

 IT 人材のキャリアプラン 

 IT 人材のキャリアビジョン 

 

 e ラーニング教材として活用するための開発内容としては、まず冊子化した

教材の各小項目で挙げられている要点やキーワードを抽出した。次に、抽出した

要点やキーワードに含まれる漢字にルビを追加し、留学生が容易に理解可能な

教材とした。 

また、今年度に作成したイラストも添付し、学習者にとってイメージが付きや

すいように配置を工夫した。 

 次ページにて、開発した教材の一部を紹介する。全編については付録を参照。 
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【IT 分野 職業理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【IT 分野 職業キャリア形成】 
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第４節 日本型コンピテンシー教育教材 

 

 日本型コンピテンシー教育教材における追加開発は、昨年度開発した「留学生

の就職活動 PBL」である。学習テーマや学習設定、実施時間については昨年度と

同じである。今年度の追加開発としては、「PBL 教材の修正」と「動画の作成」

の２点を実施した。 

以下にそれぞれの実施内容を記していく。 

 

①PBL 教材の修正 

まず、不要な手順の削除である。昨年度開発した学習の手順としては、 

１「自己分析」 

２「業界研究」 

３「企業分析」 

４「エントリーシート」 

５「面接」 

という 5 段階であった。しかし、専門学校生は、就職する業界についてはある

程度決まっているため、働く業界を決めるための「自己分析」の項目を割愛した。

よって、最終的に 4 段階の手順となっている。 

 次に、留学生に特化した内容の追加である。「企業分析」において、留学生な

らではの強みや弱みの分析、留学生ならではの企業情報収集について学習する

項目を追加した。 

 さらに、PBL 内のケーススタディのケースを追加した。状況としては、「学習

者が IT 系企業への就職を目指している」という設定である。架空の IT 企業へ

の就職活動を行う状況と、そのケーススタディを学習する際に必要となる企業

資料を追加した。 

 そして、デザインの修正も行った。PBL 教材全体のデザインをリファインし、

より学習しやすいように配置の修正や、背景の追加を行った。 

 PBL の修正については、以上の 4 項目を実施した。昨年度の開発時において



20 

 

も、留学生の就職活動をテーマとして開発を行っていたが、本事業の実施委員会

における委員の提案などを積極的に取り入れることによって、留学生がより実

践的に学習できる内容になった。 

 

②動画の作成 

 2 つ目の実施内容が「動画の作成」である。学習者が PBL 教材を学習する際

に、単に手順に沿って学習を行うのではなく、予め学習内容に関する数分程度の

アニメーション動画を視聴することによって、イメージを持ちやすくすること

が目的である。 

 今年度作成した動画は、 

・「就職活動とは何か」 

・「企業分析」 

・「応募」 

・「面接」 

以上４つである。それぞれの内容のあらすじを紹介する。 

「就職活動とは何か」では、留学生の女性が専門学校の教員に就職活動とは何

かを尋ねるシーンから始まる。質問を受けた教員は、就職活動の一連の流れを説

明し、就職したい企業の探し方を教えている。 

「企業分析」では、留学生の女性が就職したいと思う企業を見つけた状態で始

まる。応募の準備はどうするのかを教員に尋ねたところ、教員に企業の採用につ

いて情報収集することを勧められる。OG 訪問の可能性や応募に必要なもの・条

件の調査について調べることが必要と伝える。 

「応募」では、エントリーシートと履歴書について教員が端的に説明している。 

「面接」は、留学生の女性が面接会場に向かい、実際に面接を受けるシーンで

ある。企業の受付や面接官も登場し、面接を疑似体験する内容となっている。そ

れぞれの動画の 1 シーンを以下に提示する。 
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①「就職活動とは何か」 

 

 

 

②「企業分析」 
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③「応募」 

 

 

 

④「面接」 
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第 5 節 まとめ 

 

 本章では、今年度に実施した教材プロトタイプの追加開発について記述して

きた。追加開発を行った教材プロトタイプは、昨年度事業で開発した「日本文化・

社会教育教材」「キャリア教育教材」「日本型コンピテンシー教育教材」それぞれ

の教材である。 

 第 1 節では、2 節以降の実施内容について概要をまとめている。 

 第２節では、「日本文化・社会教育教材」の「沖縄のくらし」の追加開発につ

いて述べた。追加開発作業としては、スライドの修正作業とベトナム語翻訳の 2

種類に分かれる。スライドの修正作業では、ルビの修正とフォントの調整を行っ

た。ベトナム語翻訳では、翻訳の概要について一例を示しながら説明した。 

 第３節では、「キャリア教育教材」の追加開発として、「IT 人材のキャリア」

に関する実施項目を記述した。実施内容は、カリキュラムの小項目ごとの内容に

沿ったイラストの作成と、原稿とイラストを組み合わせた冊子化である。開発し

た冊子の一部を例として掲載している。 

 第 4 節では、「日本型コンピテンシー教育教材」の「留学生の就職活動 PBL」

における追加開発について説明した。追加開発内容は大きく 2 つの項目に分け

られる。1 つ目が、PBL 教材の修正および改訂である。2 つ目は、留学生がイメ

ージを持ちやすい動画の作成である。PBL の修正・改訂では、不要な項目の削除

やケーススタディの追加、教材のデザインの改訂作業を行った。動画については、

「就職活動とは何か」「企業分析」「応募」「面接」の 4 項目から構成され、数分

程度で視聴できるように開発した。  

 「日本文化・社会教育教材」と「キャリア教育教材」の２科目については、実

証講座にて活用するための修正・発展作業であった。「日本型コンピテンシー教

育教材」に関しては、より留学生の就職活動に特化した内容構成に修正した。 

今年度実施した、教材プロトタイプの追加開発の説明については以上である。 
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第 3 章 実証講座 

 

第 1 節 概要 

 

 本章では、昨年度開発し、今年度に追加開発を行った教材プロトタイプの検証

として実施した実証講座について説明していく。 

まず、実証講座の概要である。今年度の実証講座は 2020 年 1 月 31 日～2 月

7 日にかけて沖縄県の専門学校 IT カレッジ沖縄にて実施した。実施方法として

は、集合学習を 1 月 31 日と 2 月 7 日の合計 2 回、その間の 1 週間の期間で個

人学習を e ラーニング学習形式で実施した。 

対象は、専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍する外国人留学生で現在 2 年生の

13 名である。実証講座の概要は以下の通りである。 

 

期間 2020 年 1 月 31 日～2 月 7 日 

場所 学校法人フジ学園 専門学校 IT カレッジ沖縄 

対象 IT カレッジ沖縄に在籍する外国人留学生 13 名 

目的 2018～2019 年度開発の教材プロトタイプ検証 

内容 

【日本文化・社会教育】 ： 「沖縄のくらし」 

【キャリア教育】    ： 「IT 人材のキャリア」 

             「職業キャリア」 
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・実証講座のスケジュールと学習内容 

≪第 1 回実証講座(1/31)≫ 

 

○講義・演習 1 

 ① 沖縄知識確認テスト ：  

留学生の沖縄の文化などの知識度を測る。 

 ② 「沖縄のくらし」オーバービュー(講義) ：  

学習内容・構成の説明、e ラーニングの使い方説明 

 ③ 「沖縄のくらし」e ラーニング(演習)  ：  

 e ラーニングの扱い方を確認しつつ２コマ分実施 

    実施項目：「沖縄の家庭料理」「沖縄の島どうふ・おかし」 

実施 

学
習
形
式 

項目 時間 内容 

合
計
時
間 

講
師 

第 

1 

回 

1/31 

集

合

学

習 

開会 
13:50

～

14:00 

・講師挨拶 

・講座趣旨説明 

3h 

宮

里 

講義・ 

演習１ 

14:00

～

15:20 

・沖縄知識確認テスト 

・「沖縄のくらし」オーバービュー（講義） 

・「沖縄のくらし」e ラーニング（演習） 

休憩 
15:20

～

15:35 

 

講義・ 

演習２ 

15:35

～

16:35 

・「IT 人材のキャリア」オーバービュー（講義） 

・「IT 人材キャリア」e ラーニング（演習） 

閉会 
16:35

～

16:50 

・次回講義説明 
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・沖縄知識確認テスト 
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・「沖縄のくらし」講義資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・講義映像例 
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○講義・演習２ 

 ① 「IT 人材のキャリア」オーバービュー(講義) ：  

内容・構成の説明、e ラーニングの使い方説明 

 ② 「IT 人材のキャリア」e ラーニング(演習)  ： 

  e ラーニングの扱い方を確認しつつ、難易度が高いため８コマ分実施 

    実施項目：「IT 人材の役割・仕事」「IT 人材の現場」 

「IT をめぐる社会の動き」「IT 業界の動向」 

「IT 人材となるまでのキャリアパス」 

「IT 人材のキャリアパス」「IT 人材のキャリアプラン」 

「IT 人材のキャリアビジョン」 

 

「IT 人材のキャリア」講義資料 
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・講義映像例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第 1 回目の実証講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座全体のスケジュールを説明     
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≪個人学習≫ 

 e ラーニング化した教材（沖縄のくらし）を一週間で、6 講座実施した。講座

１回あたり「講義映像」「CBT」で構成されている。学習者は、数分程度の「講

義映像」を視聴した後に確認テストを行い、そのテストの解説動画で確認すると

いう手順で学習する。以下に e ラーニング学習サイトの例を紹介する。詳しい

紹介は第 3 節にて行う。 

 実施項目：「沖縄の伝統的な家」「シーサーと石敢當の役割」「最近の沖縄の家」 

「那覇の市場」「沖縄の魚屋・肉屋」「沖縄の祭り」 

 

・e ラーニング学習ページ 
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≪第 2 回実証講座(2/7)≫ 

 

○講義・演習３ 

 ① 「沖縄のくらし」まとめ       ： ８コマ分の概略を説明 

② 修了テストの実施・解答解説   ： 修了テストの実施・解答解説               

○講義４ 

 「職業キャリア」講義 ： 日本で働くことの概念を学習 

               日本語版・英語版・ベトナム語版を用意。 

 実施項目：「職業キャリアマインドを知る」 

      「常識としての職業キャリアマインド」 

      「基礎的な学習が求められる仕事を知る」 

      「チームワークが求められる仕事を知る」 

 

  

実施 

学
習
形
式 

項目 時間 内容 

合
計
時
間 

講
師 

第 

2 

回 

2/7 

集

合

学

習 

講義・ 

演習３ 

13:50

～

15:10 

・「沖縄のくらし」まとめ 

・修了テストの実施・解答解説 

3h 

屋

宜 

休憩 

15:10

～

15:20 

 

講義４ 

15:20

～

16:40 

・「職業キャリア」講義 

閉会 

16:40

～

16:50 

・アンケート記入 
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・「職業キャリア」講義で活用した資料 
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・「職業キャリア」講義で扱った教材 

 

 

 

≪日本語版≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪英語版≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ベトナム語版≫ 
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・第 2 回目の実証講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「沖縄のくらし」講義の様子   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業キャリア」講義の様子   
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第 2 節 e ラーニング学習サイト 

 

 実証講座にて、留学生に e ラーニング学習をしてもらうために e ラーニング

学習サイトを構築した。 

 

(１)ログイン画面とトップページ 

留学生がスマートフォンで学習できるように、スマートフォン画面にも適

するサイズでページ構成している。この成果報告書においては、PC 画面で

あるが、内容に差異は生じない。以下がサイトのログイン画面とトップペー

ジ画面である。 

 

         ≪ログイン画面≫           ≪トップページ画面≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン画面では、「ユーザーID」と「パスワード」を入力することで、

ログインすることができる。実証講座では、学生に一人ひとり異なるユーザ

ーID とパスワードを提供し、e ラーニング学習サイトを各自で活用できる

ようにした。 

ログイン後のトップページ画面では、丸で囲まれた「沖縄のくらし」と「IT

人材のキャリア」という 2 つの項目が表示される。それぞれの項目の横に、

学習内容のイメージが湧きやすいように、イラストを配置している。「沖縄
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のくらし」の横には、伝統的な沖縄の家をイメージしたイラストを設置して

いる。「IT 人材のキャリア」の横には、インターネットを活用して仕事をし

ているビジネスマンのイメージを配置している。丸で囲まれた項目をタッチ

すると、それぞれの科目の学習テーマを選択する画面に移行する。 

 

(２)学習テーマの選択 

学習テーマの選択画面には、それぞれ 8 テーマのボタンを配置している。

以下にそれぞれの 8 テーマを列挙する。 

・「沖縄のくらし」： 

「沖縄の家庭料理」 

「沖縄の島どうふ・おかし」 

「沖縄の伝統的な家」 

「シーサーと石敢當の役割」 

「最近の沖縄の家」 

「那覇の市場」 

「沖縄の魚屋・肉屋」 

「沖縄の祭り」 

 

・「IT 人材のキャリア」： 

「IT 人材の役割・仕事」 

「IT 人材の現場」 

「IT をめぐる社会の動き」 

「IT 業界の動向」 

「IT人材となるまでのキャリアパス」 

「IT 人材のキャリアパス」 

「IT 人材のキャリアプラン」 

「IT 人材のキャリアビジョン」 
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 (３) 講義映像または CBT の選択 

 学習テーマのいずれかを選択すると、「講義映像」と「CBT」を選択する画

面に移る。学習者は、どちらかを選択することで、「講義映像」の視聴また

は、「CBT」の実施を開始することができる。「CBT」を選択した場合、問題

回答後に解説動画を視聴できるように設定している。 

 

 ・「講義映像」選択の場合 
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・「CBT」選択の場合の順序 

①「CBT」を選択            ②問題に挑戦する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③結果の確認 →「解説動画」選択    ④解説動画を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の手順で「沖縄のくらし」と「IT 人材のキャリア」を学習可能とする e

ラーニングサイトの構築を行った。構築した e ラーニングサイトは、実証講座

後も継続的に留学生が活用可能である。 
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第 3 節 講座アンケート結果分析 

 

 今節では、実証講座の 2 日目終了直前に実施したアンケート結果について記

述していく。アンケートは日本語にて実施した。漢字にはすべてルビをふり、出

来る限り難しくない日本語で質問した。質問数は、全部で 18 項目である。 

以下、アンケート結果を紹介していく。 

 

●あなたの出身はどこですか？ 

ネパール 7 

ベトナム 5 

無回答 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加した外国人留学生は、「ネパール」と「ベトナム」出身であった。無回答

が 1 名あるが、「ネパール」か「ベトナム」のいずれかであると思われる。 
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●日本語のレベルについて 

（１）あなたが合格した日本語能力試験（JLPT）はどれですか？ ○をつけて

ください。 

1.N1 0 

2.N2 4 

3.N3 7 

4.N4 0 

5.N5 0 

6.もっていない 1 

無回答 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【（１）で「６．もっていない」の人だけ】日本語のレベルはどれくらいだ

と思いますか？ 

１名 → N3 レベル 

 

 日本語能力試験については、「N3」レベル、「N2」レベルの順番に多く、2 段

階のレベルがほとんどであった。(１)で【6.持っていない】と回答した方も(２)

において N3 レベルと回答し、全体として N3 レベル以上の方が受講者であった

ことがわかる。 
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●講座の内容について 

（１）今回の講座はどうでしたか？ 番号を選んでください。理由もお書きくだ

さい。 

「沖縄のくらし」 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった  ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

 ・（回答：２）仙台にいたから、例に出てくる沖縄のことがあまりわからなか

った 

 ・（回答：２）難しい言葉がいっぱいあったからわかりません 

・（回答：３）だいたい知っていることがありました 

・（回答：３）理解できました 

 ・（回答：４）動画みて、知っていることも多かった 

 

 「沖縄のくらし」の難易度について聞いた質問では、約半数の受講者が【3.ふ

つうだった】と回答している。知っていることがあったから理解できたという意

見も見られ、沖縄についての知識の有無が理解度に影響していることがわかる。 
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「IT 人材のキャリア」 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった  ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

 ・（回答：２）慣れていない分野なので難しかった 

 ・（回答：２）新しい言葉が多かったので難しかった（３人） 

 ・（回答：２）専門の言葉があるから 

 

 IT 人材のキャリアについては、【2.すこしむずかしかった】と回答した人が多

い結果となった。理由にも述べられているように、ビジネスで用いられる専門用

語の説明が難しかったようである。 
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「職業キャリア」 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった  ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

 ・（回答：２）慣れていないので難しかった 

 ・（回答：３）新しい言葉が多かったが、ふりがなや翻訳があったのでふつう

だった（２人） 

 ・（回答：５）ゆっくりとした説明で、内容も英語に翻訳されていたから 

 ・（回答：５）勉強したことがあったのでかんたんだと思います 

 

 日本で働くことについて学習する「職業キャリア」では、「IT 人材のキャリア」

と比較すると理解しやすかったという結果となった。講座において、日本語のス

ライドを投影しながら、ネパールの受講者には英語版、ベトナムの方にはベトナ

ム語版を配布した。日本語に加えて、自分が慣れ親しんだ言語で確認しながら学

習可能な形式をとったことが効果的であったことがわかる。 
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（２）「沖縄のくらし」を学んで、今までより沖縄に興味をもちましたか？ 

１．とても興味をもった    ２．少し興味をもった    ３．かわらない 

４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「沖縄のくらし」を学習して、受講者全員が以前よりも沖縄に興味をもったと

いう結果となった。できるだけ生活に則した内容で、イメージが湧きやすいよう

に写真を配置していたことが要因であると思われる。 
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（３）今回の講座で学んだ「沖縄のくらし」はこれからの生活で役に立つと思い

ますか？ 

１．役立つと思う    ２．少し役立つと思う   ３．どちらともいえない 

４．あまり役立たないと思う  ５．役立たないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)の結果と同様に、受講者の全員からプラス評価という結果になった。沖縄

について学習する機会があまりない中で、沖縄で生まれ育った講師が沖縄の生

活や文化、その背景となる歴史について講義することが留学生には有意義であ

ったことでこのような結果になったようである。 
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（４）「IT 人材のキャリア」を学んで、IT 人材についてわかりましたか？ 

１．わかった   ２．少しわかった   ３．わからなかった  ４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１)の質問では難しいという回答が多かったが、理解度については【3.わから

なかった】が０人という結果であり、全く理解できなかった受講者はいなかった。

それでも、半数以上が【2.少しわかった】という回答であったことから、「沖縄

のくらし」と比較すると難易度が少し高かったようである。 
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（５）今回の講座で学んだ「IT 人材のキャリア」の講座は役に立つと思います

か？ 

１．役立つと思う      ２．少し役立つと思う  ３．どちらともいえない 

４．あまり役立たないと思う    ５．役立たないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この質問の結果は、「沖縄のくらし」と同じような結果となった。 

「IT 人材のキャリア」の講座自体は難しく、内容を理解するのは少し大変で

あったようだが、就職へ向かう自身の立場において、意味のある内容であり、今

後役立つと判断できる内容であったようである。 
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（６）「職業キャリア」を学んで、日本での働き方ついてわかりましたか？ 

１．わかった  ２．少しわかった  ３．わからなかった  ４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【4.その他】：教えてもらったことはわかった 

 

 「職業キャリア」については、「IT 人材のキャリア」と比較すると【1.わかっ

た】と回答した人が多かったが、「沖縄のくらし」ほどの高い結果にはならなか

った。また、【4.その他】と回答した受講者は、「教えてもらったことはわかった」

と記述している。講座で学習した内容は理解できたが、日本での働き方全体とし

てはまだ不明な点があることが推測される。 
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（７）今回の講座で学んだ「職業キャリア」の講座は役に立つと思いますか？ 

１．役立つと思う    ２．少し役立つと思う   ３．どちらともいえない 

４．あまり役立たないと思う    ５．役立たないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「職業キャリア」の講座が今後役立つかどうかについて聞いた質問では、「IT

人材のキャリア」と同じ結果であった。就職へ向かう自身の立場において、意味

のある内容であり、今後役立つと判断できる内容であったようである。 
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（８）今回の特別講座「沖縄のくらし」と「IT 人材のキャリア」・「職業キャリ

ア」を学んで、今までより沖縄での就職に興味を持ちましたか？ 

1．とても興味をもった  2．少し興味をもった  ３．かわらない   

4．その他 

 

 

 

 

 

 

 

（９）今回の特別講座「沖縄のくらし」と「IT 人材のキャリア」・「職業キャリ

ア」を学んで、今までより日本での就職に興味を持ちましたか？ 

1．とても興味をもった  2．少し興味をもった  ３．かわらない   

4．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 3 つの講座を受講して、沖縄・日本での就職に興味が湧いたかどうかに関して

は、双方ともプラス評価のみである。また、2 つを比較すると沖縄での就職に興

味を持った人が多いことが分かった。「沖縄のくらし」で沖縄について親近感を

感じた受講者が多いことが読み取れる。 
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（10）むずかしかったテーマはどれですか？番号を選び、その理由をお書きく

ださい。 

「沖縄のくらし」 

１．沖縄の家庭料理 ２．沖縄の島どうふ・おかし ３．伝統的な沖縄の家 

４．シーサーと石敢當の役割 ５．最近の沖縄の家 ６．那覇の市場 

７．沖縄の魚屋・肉屋 ８．沖縄の祭り ９．特にない 

 

 

理由： 

 ・（回答：９）動画がゆっくり説明されていましたので。 

 

 難しかった項目については、約半分の受講者が【9.特にない】を選択した。理

由についても、e ラーニングの講義映像が理解しやすかったことが要因として挙

げられている。 
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「IT 人材のキャリア」 

１．IT 人材の役割・仕事  ２．IT 人材の現場  ３．IT をめぐる社会の動き  

４．IT 業界の動向     ５．IT 人材となるまでのキャリアパス  

６．IT 人材のキャリアパス ７．IT 人材のキャリアプラン  

８．IT 人材のキャリアビジョン     9．特にない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

 ・（回答：５）一番大事であるとおもった 

・（回答：９）説明がよかった。翻訳もあったから 

 

「IT 人材のキャリア」では、一番多い回答は【9.特にない】であったが、半

数以上の受講者がいずれかの項目に難しさを感じたようである。 

【5.IT 人材となるまでのキャリアパス】と回答した受講者の一人は、難しさ

は感じながらも重要性は理解できたようである。 
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「職業キャリア」 

１．職業人としての心構え①  ２．職業人としての心構え②    

３．基礎勉強の大切さ     ４．一つの仕事にかかわる多くの人々   

５．特にない 

 

理由： 

 ・（回答：５）大丈夫だと思います。 

 

 「職業キャリア」についても、約半数の受講者が【6.特にない】という結果で

あった。しかし、【1.職業人としての心構え①】以外のテーマについて、複数の

回答がある。母国との仕事についての概念の違いから、理解が難しかったと推測

される。 
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■講座の方法について 

（１）教材はわかりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教材について尋ねた質問では、半数の受講者から「わかりやすい」という評価

を頂けた。それでも、1 割弱の受講者が【5.とてもわかりにくかった】と回答し

ていることから、その原因を探り、必要ならば教材の改善に関する検討の余地も

あると考えられる。 

 

（２）講師の説明はわかりやすかったですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 講師の説明に関しては、半数以上の受講者が「わかりやすい」と評価をしてお

り、マイナス評価は一件も出なかった。説明の際に、専門用語や方言を留学生に

も理解できるように、一般的な日本語や英語での言いなおす等の工夫が効果的

であったと考えられる。 
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第 4 節 まとめ 

 

 本章では、今年度の 2020 年 1 月 31 日～2 月 7 日に実施した実証講座につ

いて説明してきた。 

 第 1 章では、実証講座の概要と実証講座スケジュール、学習内容について紹

介した。今年度の実証講座は沖縄県の専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍する留学

生を対象に実施した。参加人数は、13 名であった。実施方法は、2 回の集合学

習と個人学習 1 回である。 

スケジュールについては、まず第 1 回目の集合学習を 2020 年 1 月 31 日に

実施した。次に、e ラーニング学習として 1 週間の個人学習期間を設けた後に、

第 2 回目の集合学習を 2 月 7 日に行った。 

学習内容は、「日本文化・社会教育教材」として開発した「沖縄のくらし」と、

「キャリア教育教材」として開発した「IT 人材のキャリア」および、日本での

働き方について学習可能とする「職業キャリア」である。「沖縄のくらし」と「IT

人材のキャリア」については、それぞれ 8 テーマを選定し e ラーニング教材と

して実施した。「職業キャリア」については、担当の講師がコンテンツ化した教

材を活用しながら説明を行った。 

第 2 章では、e ラーニング教材の紹介として、実証講座で活用した e ラーニ

ングサイトについてサイトの画面とともに内容を説明した。構築した e ラーニ

ングの仕様は、「沖縄のくらし」と「IT 人材のキャリア」の２項目から構成され、

それぞれの項目に 8 テーマ設置している。１つのテーマ毎に、「講義映像」と

「CBT」を用意した。また、「CBT」については、講義映像の内容に関する「小

テスト」の実施と、その小テスト回答後に「解説動画」の視聴が可能である。 

 第３章では、実証講座のアンケートについて、それぞれの質問における結果と

分析を行っている。 

「沖縄のくらし」については、予備知識があった学生には、簡単な内容であっ

たようである。しかし、沖縄に生活や文化についてまだ馴染めていない学生には、
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少々難しい内容であった。 

「IT 人材のキャリア」については、ビジネス用語や IT に関する専門用語の理

解に苦しんだようである。今後の教材開発において、検討の余地があることが分

かった。 

「職業キャリア」においては、日本語での教材のほかに、英語版とベトナム語

版を用意し、留学生に配布して講義を行った。日本語のほかに、留学生自身が慣

れ親しんだ言語の教材を参考とすることで、理解度は上がったようである。 

 今回の実証講座を受講して、沖縄・日本での就職に興味を抱いたかどうかを尋

ねる質問では、沖縄での就職に興味を持った人数が多かった。「沖縄のくらし」

を受講したことで、以前より沖縄に親近感を抱いた結果である。 

 今年度の実証講座で得た知見を活かして、来年度も実施委員会などにおける

本事業の構成委員の協力を得ながら、来年度の実証講座に向けてさらに取り組

むことが必要である。 
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第４章 教育プログラム開発 

 

第 1 節 概要 

 

本章では、今年度実施した教育プログラム開発について説明していく。教育プ

ログラム開発として実施した項目は、大きく分けて 3 つである。 

まず、教材の本格開発である。今年度に実施した教材開発は、「日本文化・社

会教育教材」「キャリア教育教材」「日型コンピテンシー教育教材」の３科目につ

いて１テーマずつである。 

「日本文化・社会教育教材」では、昨年度開発した沖縄の生活や文化に関する

学習教材「沖縄のくらし」と同様の形式で、日本全体版である「日本の基礎知識」

を作成した。 

「キャリア教育教材」では、今年度に教材プロトタイプ追加開発にて実施した

「IT 人材のキャリア」の完成イメージに倣い、自動車整備士に関するキャリア

教育教材を開発した。 

「日本型コンピテンシー教育教材」では、沖縄県が掲げている地域課題を留学

生が学習する教材として、沖縄県の代表的な飲み物である泡盛に焦点をあてた

教材を作成した。 

次に、本事業で開発する教育プログラムのシラバス開発である。このシラバス

の内容は、昨年度から今年度にかけて開発を行った教材プロトタイプと今年度

実施した教材本格開発についてである。教材プロトタイプと教材本格開発は、そ

れぞれ「日本文化・社会教育教材」「キャリア教育教材」「日本型コンピテンシー

教育教材」の３科目あり、各科目は２つのテーマで構成されている。つまり、今

年度までに開発してきた合計６テーマについてシラバスの開発を実施した。 

 最後に、e ラーニング教材プロトタイプ開発である。この e ラーニング教材プ

ロトタイプ開発にて実施した「日本文化・社会教育教材」と「キャリア教育教材」

ついては、今年度実施した実証講座にて活用した。上記の２科目をそれぞれ８講

座分行った。 
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第２節 教材本格開発 

 

第１項 日本文化・社会教育教材 

 

 「日本文化・社会教育教材」では、昨年度開発した沖縄の生活や文化に関する

学習教材「沖縄のくらし」と同様の形式で、日本全体版である「日本の基礎知識」

を作成した。「日本の基礎知識」は、以下の４つの大項目から構成される。 

 

「日本の自然と信仰」：日本の地理や季節、日本人の精神 

「日本の文化と技術」：伝統文化や現代文化、年中行事、科学、技術 

「日本の社会と生活」：政治や経済、交通、社会生活、教育 

「留学生と日本の制度・慣習」：就労、契約、在留資格、迷惑と犯罪 

 

日本の文化や社会を学習する項目として、「日本の自然と信仰」「日本の文化と

技術」「日本の社会と生活」の 3 つを用意した。 

また、本事業で開発する教育プログラムは、留学生の定着支援に寄与すること

を目的としている。そこで、留学生が日本で生活していく上で必要となる知識に

ついて学習可能である「留学生と日本の制度・慣習」という項目を作成した。 

昨年度開発した沖縄の生活や文化に焦点を当てた教材である「沖縄のくらし」

と同様に、PowerPoint 形式で開発を行った。PowerPoint のスライドには、留

学生が内容を理解しやすいように、要点やキーワードを列挙し、漢字にはルビも

振っている。講座を受講する留学生が講義内の講師の言葉を聞いただけでは理

解しにくい食べ物や事柄については、イメージとしてイラストや写真を配置し

た。教材の見本は以下の通りである。 
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「沖縄のくらし」見本           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本の基礎知識」見本 
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「日本の基礎知識」のカリキュラム構成については、1 つの大項目につき、3

～5 の中項目を設けている。中項目の中身も１つあたり３～５つの小項目を作っ

ている。合計 54 の小項目を作成し、教材化を実施した。カリキュラムは、次の

通りである。 

大項目 中項目 小項目 

日本の自然と

信仰 

地理 面積、人口、自然環境 

季節 春、夏、秋、冬 

信仰・精神 天皇、信仰、思想、美意識 

日本の文化と

技術 

伝統文化 伝統芸能、芸事、武道、お祭り、和食 

現代文化 
まんが、アニメ、ゲーム、スポーツ、ファ

ッション 

年中行事 正月、年度、衣替え、お盆、大晦日・節句 

科学 ノーベル賞（物理、化学、医学） 

技術 工業製品（自動車、家電、ロボット） 

日本の社会と

生活 

政治 民主主義、三権分立、政党 

経済・産業 経済発展、産業構造 

交通 鉄道、港湾、空港、高速道路 

社会生活 都市と地方、少子高齢化、住宅事情 

教育 学校制度（幼稚園～大学）、進学と就職 
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留学生と日本

の制度・慣習 

就労 アルバイト、資格外活動許可、就労時間 

契約 
住宅の管理費、敷金・礼金、仲介手数料、

禁止事項 

在留資格 在留資格の種類、不法就労 

迷惑と犯罪 迷惑行為、違反行為、犯罪行為 



62 

 

第２項 キャリア教育教材 

 

 「キャリア教育教材」では、自動車整備士分野に関する教材を開発した。本教

材の目的は、留学生が日本で自動車整備士を目指す際に必要となる知識を学習

し、自動車整備士としてのキャリアについて理解することである。本教材の構成

内容は、 

「自動車整備士分野 職業理解」 ： 自動車整備士とは何か 

「自動車整備士分野 職業意識」 ： 自動車整備士の職業意識 

「自動車整備士分野 職業人コンピテンシー」：自動車整備士に必要な能力 

「自動車整備士分野 職業キャリア形成」：自動車整備士のキャリアパス形成 

以上の４つの大項目から構成されている。以下にカリキュラム表を提示する。 

 

大項目 中項目 小項目 

自動車整備士 

分野職業理解 

自動車整備士とは何か① 

自動車整備士の役割・意義と職

種を知る 

01.自動車整備士の役割・仕事 

02.自動車整備士の職場 

03.自動車整備士をめぐる社会の動

き 

自動車整備士とは何か② 

社会の動きと自動車整備士業

界の動向を知る 

04.自動車整備士業界の動向 

自動車整備士 

分野職業意識 

自動車整備士の職業意識① 

組織・社会の一員としての自動

車整備士の心構えを知る 

05.社会的責任を担う自動車整備士

の心構え① 

06.社会的責任を担う自動車整備士

の心構え② 

自動車整備士の職業意識② 

個人としての自動車整備士人

材の心構えを知る 

07.専門職としての自動車整備士の

心構え 

自動車整備士

分野 

自動車整備士に必要な能力① 

チームワークで働く自動車整

08.自動車整備士のコミュニケーシ

ョン能力 
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職業人コンピ

テンシー 

備士が習得するべき能力を考

える 

09.自動車整備士におけるチームワ

ーク 

自動車整備士に必要な能力② 

専門職業人として日々の研鑽

が必要な自動車整備士が習得

すべき能力を考える 

10.専門職としての自動車整備士の

視点 

自動車整備士

分野 

職業キャリア

形成 

自動車整備士のキャリアパス

形成① 

様々な自動車整備士のキャリ

アパスを考える 

11.自動車整備士のキャリアパス 

12.自動車整備士のやりがいや達成

感・使命感 

自動車整備士のキャリアパス

形成② 

自動車整備士としての自分の

キャリアを考える 

13.自動車整備士人材のキャリアプ

ラン 

14.自動車整備士人材のキャリアビ

ジョン 

 

 本教材の開発の手順は、14 の小項目について原稿を作成した後に、それぞれ

のテーマに沿うイラストの考案を行った。イラストは、学習者が講座内容のイメ

ージ化を可能にする目的で、車体や工具の追加に加え、整備時の作業着を登場人

物着せるなどの工夫をした。 
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・自動車整備士のキャリア 
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第 3 節 日本型コンピテンシー教育教材 

 

 「日本型コンピテンシー教育教材」においては、留学生がより沖縄に関心を持

ち、自ら沖縄県が抱える問題・課題に挑戦していくきっかけとなる教材の開発を

目的とした。そうした背景から注目したのが、沖縄県が誇るお酒の「泡盛」であ

る。沖縄県では、日本国内・国外問わず、泡盛の出荷数が年々減少している。沖

縄県としても、こうした状況に課題意識を抱いている。それを反映して、泡盛の

振興策の考案や、公募を実施している。 

 こうした状況も踏まえて、今年度の「日本型コンピテンシー教育」の PBL 教

材開発は、泡盛の振興・普及をテーマとした。 

PBL の実施内容は、泡盛の魅力を紹介する既存の Web サイトをリニューアル

することを想定した企画提案書の作成である。 

学習テーマは、ニーズ・課題の分析から開始し、企画提案書の作成までを目標

とする。学習設定については、Web サイトの運営側から学習者が在籍する企業

が相談を受け、学習者がその業務を担当することになった想定である。本 PBL

の 学習時間は、1 時間半のスクーリングを全部で 9 回実施する想定として、講

座全体で 13.5 時間である。 

また、PBL 教材を開発するにあたり、講義を担当する講師用が活用する「指導

ガイド」も合わせて作成した。PBL の概要は以下の通りである。 
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PBL 概要 

学習目標 

クライアントの要求や、現在の WEB サイトの課題の分析

等に基づいて、WEB サイトリニューアルの企画を検討し、

「企画提案書」を作成する。 

学習テーマ 

・クライアントのニーズ分析・課題分析 

・WEB サイトの現状分析 

・開発要件定義 

・リニューアルコンセプト策定 

・企画立案／企画提案書の作成 

学習設定 

WEB 制作企業株式会社那覇オフィスサービス（NOS)が、

沖縄酒造組合（当該 WEB サイトの運営者）より相談を受

け、サイトのリニューアルに取り組むことになった。 

学習者は株式会社 ODL の社員として、上位者の指示を受け

ながら当該業務を実施する。 

学習時間 全 13.5 時間（1.5 時間×９回） 

 

 

・学習時間の内訳と成果物 

学習内容 時間配分 成果物 

ヒアリング 3.0 時間 ヒアリングシート 

要求分析 3.0 時間 開発要求分析シート 

提案書作成 6.0 時間 企画提案書 

相互評価 1.5 時間  

講師による評価 1.5 時間  

合計 15 時間  
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・学習教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指導ガイド 
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第 3 節 シラバス開発 

 

 今年度シラバスを作成するにあたり、専門学校や企業団体の本事業構成委員

との協議において、学習時間の再設計を行った。 

 昨年度までの学習時間は、4 年制で合計 180 時間として想定していた。本事

業の構成委員との協議や実現可能性を踏まえ、2 年制で合計 90 時間とした。以

下に再設計した科目構成と学習時間をまとめた。 

 

科目 内容 時間 

日本 

文化・社会 

沖縄県の地域産業構造・地域文化、日本社会・経済な

どの日本的な価値観を形成する背景知識を教育する

とともに、日本・沖縄への帰属意識の向上を目指す。

教材は新規開発および既存教材等のアレンジを想

定。 

30h 

日本型 

コンピテンシー 

“おもてなし”に代表される、細やかさ・配慮・丁寧さ

など日本的な働き方の行動様式を、PBL（Project 

Based Learning）によるロールプレイング形式の学

習を通して習得を目指す。教材は新規開発を想定。 

30h 

日本 

キャリア 

日本でのキャリア形成の在り方や、業界研究・就職活

動の方法を教育するとともに、短期インターンシッ

プを実施し、日本での働き方を検討するための知識・

体験の獲得を目指す。教材は新規開発及び既存教材

等のアレンジを想定。 

30h 

合計時間 90h 

 

 シラバスは、再設計した学習時間を反映し、開発を行った。開発したシラバス

の例を次ページにて紹介する。 
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・シラバス例 
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第 4 節 e ラーニング教材プロトタイプ開発 

 

本節では、今年度に実施した e ラーニング教材プロトタイプ開発ついて記述

していく。今年度プロトタイプ開発として実施した科目は、「日本文化・社会教

育教材」と「キャリア教育教材」である。実施した内容は、「講義映像」「小テス

ト」「解説動画」の作成である。それぞれの具体的な実施内容を記す。 

 

第 1 項 日本社会・社会教育教材 

 

「日本文化・社会教育教材」における e ラーニング教材プロトタイプ開発で

実施した内容は、昨年度開発した「沖縄のくらし」活用して、以下の項目である。 

 

①アバターを活用して講義映像化 

②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

（b）解説動画 

 

①アバターを活用して講義映像化 

まず、講義映像の作成について説明する。今年度実施した「日本文化・社会

教育教材」の「沖縄のくらし」における e ラーニング教材化した項目は、以下

の８項目である。 

 

・沖縄の家庭料理 

・沖縄島どうふ・おかし 

・沖縄の伝統的な家 

・シーサーと石敢當の役割 

・最近の沖縄の家 

・那覇の市場 
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・沖縄の魚屋・肉屋 

・沖縄の祭り 

 

講義映像化については、昨年度開発した教材を、第 2 章で説明した追加開発

を行った後に実施した。 

講義映像の作成手順として、第１に、PowerPoint 教材にナレーションをつ

ける作業を行った。作業方法は、PowerPoint 機能の「記録」を活用した。講

師が PowerPoint 教材の「ノート」に記述した原稿を読みながら、説明を行う。

その様子を PC で「記録」することで、PowerPoint 教材に講師が映っている講

義映像を作成した。 

第 2 に、作成した講義映像に映る講師をアバター化することで、コンテンツ

教材化を行った。留学生が映像を視聴する際に、可能な限り声の高さや見た目

に対して違和感を抱かず、積極的な学習を可能とする設定をした。 

また、教材プロトタイプ追加開発で行ったベトナム語翻訳を実証講座では、

講義資料の下部に字幕として追加した。作成した講義映像が下の写真である。 
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②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

確認テストは、各項目２問ずつ設定し、講義映像内で説明した内容に沿う

問題を作成した。受講者が外国人留学生であることから、比較的難易度を低

く設定した。また、難読漢字の不使用、文字の拡大を行い、受講者が問題内容

の把握、選択肢の理解で障害が生じない程度に調整した。 

 

 

①回答方法は、４つの項目から１つ選び「次へ」のボタンを押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「次へ」のボタンを押すと、２問目の画面に移行する。（次ページ） 
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③２問目を回答し、「結果・解説」を押す。 

 

④正解の数を確認し、「解説動画」を押す。 
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（b）解説動画 

 解説動画では、スライドに表記している問題文と選択肢を読み上げ、正解を

発表する。また、正解に関連する解説も行う。１問目の解説後に続けて２問目

の解説が行われる設定とした。解説動画には、ベトナム語も併記した。 
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第２項 キャリア教育教材 

 

「キャリア教育教材」における e ラーニング教材プロトタイプ開発は、昨年

度から今年度にかけて開発した「IT 人材のキャリア」である。実施した内容に

ついては、日本文化・社会教育教材と同様に、 

 

①アバターを活用して講義映像化 

②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

（b）解説動画 

 

が対象となる項目である。 

 

①アバターを活用して講義映像化 

まず、講義映像の作成について説明する。今年度実施した「日本文化・社会教

育教材」の「沖縄のくらし」における e ラーニング教材化した項目は、以下の

８項目である。 

 

   ・IT 人材の役割・仕事 

・IT 人材の現場 

・IT をめぐる社会の動き 

・IT 業界の動向 

・IT 人材となるまでのキャリアパス 

   ・IT 人材のキャリアパス 

・IT 人材のキャリアプラン 

・IT 人材のキャリアビジョン 

 

講義映像化の方法については、第１項にて説明した日本文化・社会教育教材と
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同様である。日本文化・社会教育教材と異なる点は、ナレーションの音声とアバ

ターの女性イラストを変更したことである。「沖縄のくらし」では、明るい女性を

イメージであった。それに対して、「IT 人材のキャリア」では、キャリアを積み、

落ち着いた雰囲気の女性のイラストに設定した。 

また、「沖縄のくらし」とはスライドとイラストの位置を変更した。配置変更の

理由は、「IT 人材のキャリア」の講義資料では、画面に向かって右側にイメージ

イラストを貼り付けていることから、イメージイラストとアバターが重複しよう

にするためである。「IT 人材のキャリア」の講義映像の一部分を以下に提示する。 

 

 

 

②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

（b）解説動画 

 確認テストおよび解説動画については、構成と手順が一緒であるため、次ペ

ージに問題例と解説動画の一場面を紹介し、説明は割愛する。 
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・問題例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解説動画の一場面 
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第５節 まとめ 

 

本章では、今年度実施した教育プログラム開発について説明した。教育プログ

ラム開発として実施した項目は、大きく分けて 3 つである。 

まず、教材本格開発である。「日本文化・社会教育教材」「キャリア教育教材」

「日型コンピテンシー教育教材」の３科目について教材開発を行った。 

「日本文化・社会教育教材」では、昨年度開発した沖縄の生活や文化に関する

学習教材「沖縄のくらし」と同様の形式で、日本全体について学習する日本全体

版の教材を作成した。日本全体版は、「日本の自然と信仰」「日本の文化と技術」

「日本の社会と生活」の日本全体の概要を学習する３項目に加えて、留学生が日

本での生活で必要となる「留学生と日本の制度・慣習」の 1 項目の合計 4 項目

から構成されている。 

「キャリア教育教材」では、今年度に教材プロトタイプ追加開発にて実施した

「IT 人材のキャリア」の完成イメージに倣い、自動車整備士に関するキャリア

教育教材を開発した。教材の構成は、「自動車整備士分野 職業理解」「自動車整

備士分野 職業意識」「自動車整備士分野 職業人コンピテンシー」「自動車整備士

分野 職業キャリア形成」の 4 項目である。教材には、１テーマにつき１つのイ

メージイラストを配置している。イラストも車体や作業着を着た人物を登場さ

せるなどの工夫も行った。 

「日本型コンピテンシー教育教材」では、沖縄県が掲げている地域課題を留学

生が学習する教材として、沖縄県の代表的な飲み物である泡盛に焦点をあてた

教材を作成した。学習目標は、企画提案書の作成であり、学習時間は合計 13.5

時間で構成されている。 

次に、本事業で開発する教育プログラムのシラバス開発である。このシラバス

の内容は、昨年度から開発してきた教材プロトタイプと今年度実施した教材本

格開発の合計６テーマについてシラバスの開発を実施した。 

 最後に、e ラーニング教材プロトタイプ開発である。今年度に開発した「日本

文化・社会教育教材」と「キャリア教育教材」について、講義映像および解説動
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画の一部分と確認テストの手順を、写真イメージを踏まえながら説明した。 

この e ラーニング教材プロトタイプ開発で実施した２科目合計 16 テーマに

ついては、今年度実施した実証講座で e ラーニング学習として活用した。来年

度も引き続き、必要に応じて修正箇所の検討・改善作業を行っていく。 
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